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各キーには以下の機能があります。

【項目を移動するキー】

Ｅｎｔｅｒ 次項目に進みます。

→ 次項目に進みます。

→ TAB 次項目に進みます。

↓ １行下に進みます。

↑ １行上に戻ります。

【訂正時に使うキー】

→ ← １文字ずつカーソルが移動します。

Delete カーソルの文字を１文字ずつ消します。

Back Space カーソルの１文字前の文字を消します。

END カーソルの文字以降を全部消します。

抹 消 （Ｆ４） １項目入力したものを全部消します。

Shift ＋ → 後 → ← 訂正した文字のある項目にカーソルを止め

項目内でカーソル移動できます。

【画面を切り替える時に使用するキー】

Home 画面サイズを変更します。

Page Down Ctrl ＋ ↓ 画面を下へ移動（スクロール）します。

Page Down Ctrl ＋ ↑ 画面を上へ移動（スクロール）します。

Ctrl ＋ Page Down

Ctrl ＋ ← 画面を右へ移動（スクロール）します。

Ctrl ＋ Page Up
Ctrl ＋ ← 画面を左へ移動（スクロール）します。

Page Down 数頁入力できる表の場合、次頁へページ捲りします。

Page UP 数頁入力できる表の場合、前頁へページ捲りします。

【計算するキー】

演 算 入力した金額を集計し、計算結果を表示します。

入力・訂正機能（各キーの機能説明）
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【行編集するキー】

6：行編集 （F6） 行ごとのデータの入替などを行います。

操作したい行内にカーソルを移動し、 6：行編集

（F6）を押していただくかマウスを合わせて左ｸﾘｯｸ

を１回押します。

2：行抹消 （F2） １ブロック内のデータ削除

3：行挿入 （F3） １ブロック内のデータ挿入

4：行入替 （F4） ブロック内データの入替

5：終 了 （F5） 行編集の終了

（行編集中はカーソルの移動ができません。）

【終了時に使うキー】

終 了 （F5） 入力したものを登録します。

登録が終了すると最初の画面に戻ります。

Shift ＋ 終 了 （F5） データを書き込まず終了します。

※プリント時には無効です。

【記憶に使うキー】

Insert 入力してある項目を記憶し、他の項目欄にコピー

します。

<操作方法>

××銀行

△△銀行

【住所入力の便利な機能】

1）コピー元の項目にカーソルを移動し Insert を押

します。（記憶します）

2)コピー先の項目（空欄）にカーソルを移動し

Insert を押しますと、コピー元の項目の内容を

コピー先の項目へ表示します。ここへコピーする方法

７桁郵便番号変換ができます。（全プログラム共通）

例）東京都千代田区神田松永町と入力する場合、郵便番号は「101-0023」となります。

１．101-0023 と入力し スペース を２回押します。

画面下の表示が 101-0023 → 東京都千代田区神田松永町

→ 千代田区神田松永町 の順に変換します。

２．上記のように変換しますので Enter を押して決定します。

残りの住所は手入力となります。

※Windows の漢字変換の設定により変換できる場合とできない場合があります。
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System-V 協同組合決算書システム概要

協同組合決算書システムは、会計データを読み込み中小企業等協同組合会計基準対応の決算関

係書類を作成するシステムです。

それぞれの表で編集が可能です。

操作の流れ

会計データの作成
会計データがないと作成できません

10：基本登録

11：科目設定

12：貸借対照表

13：損益計算書

14：剰余金処分案（損失金処理案）

15：財産目録

16：収支予算書

17：収支計算書

22：比較貸借対照表

23：比較損益計算書

18：注記表

20：協同組合用別表

注記表・協同組合用別表は科目設定を

していなくても作成できます。



4

10：基本登録

※F8:財務読で、［1］基本情報登録から必要な項目を読み込みます。

この画面で入力することもできます。
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11：科目設定

11：科目設定

1.貸借対対照表：貸借対照表及び財産目録の科目設定です。

2.損益計算書・収益：損益計算書および収支予算書、収支計算書の科目設定です。

3.損益計算書・費用： 〃

※基本の科目体系は全国中小企業団体中央編集の中小企業等協同組合会計基準をもとに

作成しています。（参考資料：第一法規 中小企業等協同組合会計基準）
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1：貸借対照表

※科目体系は大分類、区分、中分類、小分類の階層になっています。

※初期値は中小企業等協同組合会計基準を基に設定しています。

項目名は変更可能です。

※純資産の部。組合員資本の出資金及び未払出出資金の科目が初期値と異なる場合は変更し

てください。

区分と中分類は NO.を

自動で振っています。

小分類に NO.を振りた

い場合は、［2］科目登

録で科目名に No.を付

けてください。

大分類

区分

中分類

小分類



7

2：損益計算書・収益

※科目体系は収益の部を大分類とし、区分、中分類、小分類、細目の階層になっています。

※初期値は中小企業等協同組合会計基準を基に設定しています。

※項目名は変更可能です。又、設定画面上の『□科目名を項目名にする』にチェックを付けると、

設定した科目コードの科目名を項目名にセットします。

※財務データにない科目を設定したい場合は、科目コードに財務データで使用していない空コー

ドを入れてください。（777 資金諸口を使用していない場合は 777 を設定してください）
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3.損益計算書・費用

※科目体系は収益の部を大分類とし、区分、中分類、小分類、細目の階層になっています。

※初期値は中小企業等協同組合会計基準を基に設定しています。

※項目名は変更可能です。又、設定画面上の『□科目名を項目名にする』にチェックを付けると、

設定した科目コードの科目名を項目名にセットします。

※財務データにない科目を設定したい場合は、科目コードに財務データで使用していない空コー

ドを入れてください。（777 資金諸口を使用していない場合は 777 を設定してください）
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操作方法 科目コード

集計する科目コードを範囲

指定します。

科目名

［2］科目登録で登

録されている科目

名を自動表示

科目名を項目名に

するにチェックを

つけると科目名に

表示されている名

称を各項目名にｺﾋﾟ

ｰします。

区分、中分類、小分類、細目とも初期値の項目名

を表示します。項目名は変更可能です。

小分類、細目の入力

細目に科目コードの

設定がされている場

合は小分類の科目設

定はできません。

又、小分類に科目設

定がされている場合

は細目の科目設定は

できません。

事業収益の

をｸﾘｯｸすると、小分類、

細目の科目設定をする

画面が開きます

詳細は頁下

小分類
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科目の設定と帳票の構成

※区分と中分類は自動で No.を振って

います。小分類、細目に No.を振りた

い場合は11：科目設定で項目名にNo.

を振ってください。

区分
中分類
小分類
細目

小分類計

中分類計

事業費用・事業収益の階層
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12：貸借対照表

※負債・純資産の部は資産の部からサブミットボタンで呼び出します。

※11：科目設定 1.貸借対照表で設定された科目と財務データから決算額を読み込み作表する

科目、金額とも修正可能です

大分類計は 3・4、区分計は 2、中分類計は 1、の計フラグが入り、金額を右の金額欄に表示し

ます。

※ 0 の計フラグは印刷時の構成上必要なフラグです。消去すると帳票が正しいフォームで印刷

されません。
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印刷時

フラグ 1の金額の上に

一重線、フラグ 2の金額の下に二

重線を引きます。

フラグ 3は資産合計、負債合計、

フラグ 4は負債・純資産合計とし

て作表します。

金額を修正すると、計フラグの行は再計算
されます。
計算したくない場合はフラグを消去して
ください。

印刷フォーム

注意：

F8:財務読を押しますと、入力した内

容を消去し、再度科目設定と財務デー

タの読み込みを行います。
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貸借対照表作表例及び印刷フォーム

財務データ読み込み後の画面

行編集等で、減価償却累計額を資産別に振り分けるように修正。
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印刷フォーム
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13：損益計算書

※収益の部のサブミットボタンから費用の部、製造原価の部および配賦計算書を呼び出します。

※11：科目設定の 2.損益計算書・収益 3.損益計算書・費用で設定された科目と財務データから

決算額を読み込み作表します。

※区分計は 3、中分類計は 2、小分類計は 1 のフラグが計欄に自動に入り、金額は右の金額欄に入

ります。
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収益の部・費用の部・製造原価の操作

金額を修正すると計 1.2.3 の行は再計算し

ます。4.は損益の行です。損益は自動計算さ

れませんので、損益の変更がある金額の修正

の際は損益欄は入力し直してください。

印刷時

フラグ 1の金額の上に、一重線、

フラグ 2.3.4 の金額の下に二重線を

引きます。

注意：

F8:財務読を押しますと、入力した内容を

消去し、再度科目設定と財務データの読

み込みを行います。
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配賦計算書の操作

コード ：配賦の計算をする科目コードを指定します。F8[決算読]を押すと財務データから科目名

と決算額を読み込みます。

科 目 名：F8[決算読]で自動表示。変更可。

金 額：F8[決算読]で自動表示。

配賦基準：入力項目（全角 6 文字）

配賦

配賦合計：自動計算（配賦金額の合計）

率(％） ：入力項目（4桁）

金 額：自動計算（金額（決算額）×率）端数処理は画面上のラジオボタンで選択

上書き可。
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損益計算書作表例（事業費用に配賦経費を振り分ける）及び印刷フォーム

11：科目設定後損益計算書を起動すると財務データを読み込み損益計算書が表示されます。

金額等確認後画面上部の ボタンから配賦計算書を開きます。配賦

事業別に配賦する経費科目を、コードにセットした事業別に配賦率を入力し配賦金額を計算します。
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配賦計算書で計算した各事業費への配賦金額を費用の部の該当行へ行挿入で入力します。

配賦金額が追加されたことにより事業総損益が変わりますので、手計算し訂正します。

一般管理費の最後に 中分類として「事業費への配賦」を挿入し、各事業費への配賦金額をマイナス

で入力します。

計フラグを 2 として事業費への合計行を挿入すると配賦合計額を自動計算します。

「事業費への配賦」が入れば配賦前の事業損益と一致するので、事業損益の修正の必要はありません。

注意：

F8:財務読を押しますと、入力した内容を消去し、再度科目設定と財務データの読み込みを行います。



21

印刷フォーム
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14：剰余金処分案（損失金処理案）

※当期純損益が利益だった場合は剰余金処分案、損失だった場合は損失処理案として基本の項目

と当期純利益（当期純損失）及び前期繰越利益（前期繰越損失）を財務データから読み込んで

自動表示します。

※処分案（処理案）の内容を各項目別に入力します。差引金額を自動計算し、金額右欄に表示し

ます。
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ボタンから下記の画面を表示します。報 告

※基本登録から代表理事、理事等を自動表示します。訂正、追加が可能です。

※画面上部のラジオボタンの選択により、剰余金処分案（損失金処理案）の下に印刷するか

別紙に印刷するか、印刷しないかを選択します。（初期値は「印刷しない」）
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剰余金処分案作表例及び印刷フォーム

Ⅱ.組合積立金取崩

の項目の処分案はな

いので、F4：抹消で

項目名を消去。

財務データより自動表示

Ⅲ.剰余金処分をⅡ.

剰余金処分に訂正

し、次行から処分案

を入力。

Ⅳ.次期繰越剰余金をⅢ.次期繰

越剰余金に変更する。

繰越金額を自動計算。

作成後に会計デー

タに修正があった

場合は、F９:決算読

で会計データの再

読み込み。
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印刷フォーム

報告のページを利益金処分案の下に印刷する場合の印刷フォーム
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15：財産目録

※画面上部サブミットボタンから資産の部と 負債・正味財産の部の入力画面を切り替えます。

※11：科目設定・貸借対照表の設定から財務データを読み込み自動表示します。

項目名および金額欄は修正可能、行編集等で財産目録を作成します。

※読み込んだデータの計には、中分類計に 1・区分計に 2のフラグが自動でつきます。

計 1 は金額中欄に、計 2 は金額右欄に表示します。入力する際もそのルールで金額の訂正を

して下さい。（中分類・区分については 11：科目設定画面で確認してください。）
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財産目録作表例及び印刷フォーム

財産目録起動直後の画面

基本登録の会計期間で財務データを読み、決算額を自動表示します。

行編集機能で行を挿

入し科目に内訳を入

力。合計金額で表示

されていた金額を内

訳別に訂正。

資産・負債の詳細を入

力。

計フラグにより中

分類計・区分計は再

計算します。

注意：

F8:財務読を押しますと、入力した内容

を消去し再度科目設定と財務データの

読み込みを行います。
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印刷フォーム
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16：収支予算書

※収入の部入力画面のサブミットボタンから、費用の部入力画面を呼び出します。

※11：科目設定の 2.損益計算書・収益 3.損益計算書・費用で設定した科目を表示します

※予算額、前年度予算額、備考欄を入力します。

予算額、前年度予算額は画面右上で選択した単位に合わせて入力してください。

※区分計、中分類計、小分類計の行は、金額を入力するとそれぞれの計を自動計算し、金額欄を網

掛けします。

※予算額から前年度予算額を差し引いた額を自動計算し、増減欄に表示します。
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収支予算書作表例及び印刷フォーム

基本登録の会計期間の次年度

の会計期間

予算額、前年度予算額、備考を入力します。

画面右上の単位の選択は印刷のみで処理は行いませんので、選択している単位の金額を入力

してください。

予算額、前年度予算額の網掛け行の区分計、中分類計は自動計算します。

増減は自動計算（A 予算額－B 前年度算額）です。

注意：

F8:財務読を押しますと、入力した内容を消去し再度科目設定の読み込みを行います。

支出の部の入力画面

が開きます。
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印刷フォーム
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17：収支計算書

※収入の部入力画面のサブミットボタンから支出の部入力画面を呼び出します。

※11：科目設定の 2.損益計算書・収益 3.損益計算書・費用で設定した科目を表示します

※基本登録の会計期間から財務データを読み込み、画面右上で選択している単位で決算額欄の金額

を自動表示します。

※予算額、備考欄を入力します。予算額の金額は単位の選択に合わせて入力して下さい。

※予算額の区分計、中分類計、小分類計の行は、金額を入力するとそれぞれの計を自動計算し、金

額欄を網掛けします。
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収支計算書作表例及び印刷フォーム

支出の部の入力画面

が開きます

予算額、備考を入力します。

予算額、の網掛け行の区分計、中分類計は自動計算します。

増減は自動計算（A 予算額－B 決算額）です。

仕訳データの訂正等があった場合は F9 決算読で財務データの再読み込みを行います

注意：

F8:財務読を押しますと、入力した内容を消去し再度科目設定の読み込みを行います。
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印刷フォーム
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20：協同組合用別表

※別表 9-1、別表 9-2、別表 10-4、別表 10-5 の入力、印刷を行います。

※表内の計算及び[100]法人税申告書・[110]新法人税申告書との連動はありません。

全ての項目を入力して下さい。
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入力、印刷フォーム
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